
特定非営利活動法人日本デフバスケットボール協会
2020 年度 第２回 理事会 議事録

■開催日時と場所
日時：2020 年 4 月 11 日（土）10：15～18：00
場所：新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、オンライン上で理事会を開催

■参加者
篠原雅哉（理事長）、須田将広（理事）、松島亜希（理事）、内田裕一（監事）

■議長
篠原雅哉（理事長）

■署名
須田将広
松島亜希

■議題１ 役員の変更について

・須田氏の理事退任の申し出があり、承認された。
須田氏は当面、引き継ぎなどの業務で事務局長の補佐を行う。

・篠原理事長より以下の２名を推薦があり、承認された。
木村 誠 （きむら まこと） 大阪府
東海 圭悟（とうかい けいご） 兵庫県

・これを受けて、役員体制は次の通り提案され承認された。
組織の再構築、理事の業務分掌については今後調整していく方針である。

【新理事会体制】
理事長 篠原雅哉
理 事 松島亜希（事務局長）
理 事 木村誠
理 事 東海圭悟
監 事 内田裕一

・現在、関東圏の理事が不在であり、地域のバランス格差が課題である。

■議題２ 業務の整理
以下の内容について協議した。



【 事務所の住所移転について 】
守本氏と篠原氏で進める。

【 ホームページ 】
ホームページの運営方針について今後も協議をしていく。

【 わくわくデフスポーツマニュアル 】
結果報告、実施報告を JDBA 公式ホームページで行う。

【 通帳の管理 】
事務関連通帳 →事務局
ミミリーグ通帳 →事務局
強化関連通帳 →強化委員会

【 強化会計 】
・ 4 月末、男女ともに 2019 年度の助成金の残金が JPC より入金が予定されている。
・ JPC 加盟登録金として、4 月 30 日までに男女各 10 万円ずつ計 20 万円の支出を行う。

【 備品管理 】
2020 年夏頃、理事による選別作業を行う。
それまではレンタルスペースにて保管する。

【 今後の業務に関して 】
新型コロナウィルス肺炎の流行により、各大会の実施及び中止等の判断に伴う諸手続きについて
確認しながら業務を推進していく。

■議題３ 強化委員会の事業について

以下の内容について協議した。

【 窓口関連 】
・須田氏より篠原氏に引き継ぎをする。
・今後の強化事業は男女ともに篠原氏が進めていくことを確認した。

【 日本代表スタッフ体制 】
・池田樹広医師（八尾市 貴島病院）を日本代表スタッフに追加登録が承認された。
・八尾市の貴島病院勤務の池田医師を JDBA 公認のスポーツドクターとして迎え入れることで、
JPC 助成金の評価ポイントに加算されることが期待できるため、手続きを進めていく。

・今後は池田医師と協議し、デフバスケットボール日本代表選手が適切なメディカルチェックを
受けることができる体制づくりを進める。



・男子日本代表監督は引き続き、上田頼飛氏に依頼する。

【 女子の日本代表監督 】
・強化委員会より、次期女子日本代表監督の推薦があり、承認された。
伊藤丈泰氏（愛知県）

■議題４ 競技大会の開催について

以下の内容について協議した。

【 東日本大会、西日本大会 】
・両大会共に中止にすることが承認された。代替大会は実施しない。

【 理事長杯 】
・１１月末に名古屋市体育館で開催予定。
・現時点では、開催の可否の判断はせず。9 月末までの社会情勢の推移を見守りながら判断をする。
なお、開催要項は 6 月に告知を行い、その中に 9 月に開催の可否の判断をすることを盛り込む。
参加費に関しても参加者の負担にならないよう配慮する。

＜中止の判断基準＞
・開催会場の体育館から自粛要請があった場合
・愛知バスケ協会より、審判の派遣が不可との連絡があった場合
・愛知県または名古屋市が大会の開催期間中に効力を有する緊急事態宣言を発した場合

【 アジア太平洋クラブカップ 】
・担当を須田氏から篠原氏へ。
・現時点で現地の実行委員会から中止の連絡は来ていない。当面は開催する方向で調整を継続する。

【 2021 年度ミミリーグ 】
・ 2021 年 3 月に金沢市周辺で開催案が出され、承認された。

■議題５ 須田氏の謝礼について
・篠原理事長の提案により、2019 年度（特に後半）の事務・会計・男女強化・競技・交流全ての
労務を副理事長の立場で責任を全うした須田氏に対する謝礼を支給することが承認された。
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